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今回の事例から分かったこと
　今回の事例から、ICT 導入による業務改善は、職員にとって働きやすい環境づくりだけでなく、利用者にとって
も安心できるサービスの質の向上にも繋がっていることが分かりました。2 施設とも、インカムや介護記録ソフト
等を導入することで職員同士の効率的な情報共有となり、職員の負担軽減だけでなく、業務の効率化によって生み
出された時間を利用者の新たな支援に繋げることができています。
　こうしたことから ICT 導入によるメリットは、職員の負担軽減や利用者に対する支援の充実等が挙げられ、職
員の定着率の向上だけでなく、求職者からも魅力的であり選ばれる施設・事業所になると考えられます。

これから…
　高知県では、ICT 導入推進に向けて補助金制度や相談窓口を設けています。補助金申請には、要件や申請期間等
がありますので、高知県庁のホームページ等を確認してください。求職者募集や職員研修についてのお問い合わせ
は、本会福祉人材センターまでお気軽にお問い合わせください。

補助金申請：長寿社会課「高知県介護事業所デジタル化支援事業」（088-823-9632）
相　談　先：こうち介護生産性向上総合支援センター【介護ロボット・ICT導入等個別相談・試用貸出等】（088-871-6234）

補助金申請：障害福祉課「高知県障害福祉施設等デジタル化支援事業」（088-823-9635）
相　談　先：高知県子ども・福祉政策部　障害福祉課にご相談ください。
※高知市所在の事業所は当該補助金の補助対象外となります。

　事業所所在地である各市町村の子育て支援関係の部署まで
ご相談ください。

〒780-8567　高知市朝倉戊375-1 県立ふくし交流プラザ内1階
窓口時間　平日（月 -金）9：00～17：00

参考：厚生労働省「介護現場における ICTの利用促進」 
高知県子ども・福祉政策部 （長寿社会課、障害支援課、幼保支援課）
長寿社会課「日本一の健康長寿県構想（第５期）」
　　　　　　障害福祉課「第７期高知県障害福祉計画・第３期高知県障害児福祉計画」
　　　　　　R6. 実態調査「福祉職場における人材確保、育成及び定着」
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ICT 導入による業務改善
テーマテーマ

ＩＣＴの導入状況

（対象：高知県社協が把握する高知県にある全ての福祉事業所、実施主体高知県社会福祉協議会）
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　高知県では、少子高齢化が止まらず高齢化率は全国で２番目、出生数も令和６年は過去最少数になったことや若年層
の県外へ流出も年々増加しています。人口減少による全産業において人手不足になってきている中、福祉人材の確保は、
ますます深刻化していきます。これから更に進むと予想される人口減少による福祉人材不足に立ち向かうためにも、今ま
で以上に職員にとって働きやすい職場づくりに力を入れることで、既存職員の定着率向上や就職先として選ばれる施設・
事業所になることが求められます。
　そのため今号では、働きやすい職場づくりの１つの手段である ICT に着目し、「ICT 導入による業務改善」をテーマに
先駆的に ICTを取入れ、業務の効率化による定着・人材確保に繋がっている施設・事業所を紹介します。

　令和６年 10 月に実施した県内全事業所を対象にした「福祉職場における人材確保、育成及び定着」に関するアンケート
では、46.4％が導入済みとなっている一方で、未定と回答する施設・事業所も32.3％あります。
　また、ICT 導入により、職員の負担軽減や職員間の情報共有が進んだ等の効果がある一方で、諸経費の確保の難しさ
や導入に取り組む余裕がない等の課題からICT機器導入が進んでいない事業所もあります。

　ICT とは、「情報通信技術」のことでネットワークや通信機器など、情報伝達や
処理に関わる技術・サービスのことを指し、業務効率化の 1 つの手立てとして他
産業を含む多方面からも効果が見込まれています。

調査対象事業数：1,798箇所 回答率42.8％

「福祉職場における人材確保、育成及び定着」に
関する現状と課題の調査結果（抜粋）

「福祉職場における人材確保、育成及び定着」に
関する現状と課題の調査結果（抜粋）

福祉人材ニュースレター



　これまで利用者との連絡手段はナースコールを活用して
いましたが、職員にかかる負担の増加、利用者への円滑な
サービス提供が難しくなるといったことが発生しており、
課題と感じていました。そんな中、老朽化に伴う施設移転
にあたり、法人内でも業務改善へ向けた取組が始まりまし
た。現場の課題意識と管理職の業務改善の意識が合致した
ため、互いに向かう方向性について比較的スムーズな目的
共有ができたと考えています。

　課題を解決できる機器として「インカム」に焦点を当て、
導入を進めていきました。

①職員の誰もが使いこなせる機器選び
インカムは、有線端末・無線端末（Bluetooth）、スマー
トフォンを活用したアプリの３種類から検討し、各業
者へ機能や使用方法、費用等を聞き取ったうえで、実
際にデモ機を使用し、比較を行いました。結果、機能
がシンプルかつ簡単な操作であり、ナースコールとも
連動でき、マイク音も明瞭な有線式インカムを採択し
ました。その後、体制整備として施設全体の Wi－Fi
設置や IP 電話機への交換を進めました。

②導入に向けた予算確保
施設長から費用確保の為の根拠として、機種毎の導入
費用以外にも導入効果や現場職員の納得感などを確認
されましたが、何度も調べて報告することで熱意も伝
わり、導入を検討してくれるようになりました。方向
性が決まってから導入計画が出来上がるまで半年かか
りましたが、導入に向けて施設長と何度もやり取りを
交わしていく中で自然と信頼関係も積み上がり、気軽
に相談できる関係性になっています。

　導入したコール連動式のインカムは、インカム所持者に
のみ音声マイクを通じてコール場所の連絡が有り、利用者
対応がスムーズになり、職員の全体共有も安易になりまし
た。また、動作の無駄も省かれ、当初課題を軽減すること
ができました。しかも、利用者へも落ち着いた安心できる
環境を提供できるようになりました。更に付随して有線か
ら Wi－Fi 環境に変更することで、自由な場所にパソコン
を持ち出し、記録入力や支援内容の確認もできるように
なった為、Wi－Fi 環境に変更すること自体も効果があった
と感じています。
　一方で、Wi－Fi 子機の設置により互いのネットワーク環
境に干渉し、接続が不安定になるトラブルや音声の途切れ
が発生しましたが、見直すことでエラーを軽減できました。

　今後はインカムの Wi－Fi 環境の見直しと併せて、より
良い機器の情報収集を進めるとともに、AI を用いた会議・
研修内容の記録作成や介護記録システムの導入も視野に入
れ、今後の業務効率化やサービスの向上に向けた検討を進
めていきたいと考えています。

　当施設では、今後さらに進むと予想される介護人材の減
少に備え、業務の効率化と職員の働きやすさ向上を目的に
ICTの導入を検討することになりました。長年使用してき
たナースコールシステムの故障を機に、見守り支援機器や
介護記録ソフトを導入し、記録や情報共有の手間を軽減す
ることで、職員の業務負担を大きく削減することに成功し
ました。導入にあたっては、ランニングコストにも配慮し、
維持管理しやすい機器を選定したことや、県からの補助金
や助成金が活用できる時期であったことも、導入のきっか
けとして大きな要因となりました。

　ICT導入にあたっては、職員が積極的に福祉機器のフェ
アやフォーラムに参加し、最新の見守りシステムや介護支
援機器の有用性について情報収集を行っていました。現場
のニーズに合った製品を見極める中で、実際のデモ機や導
入事例に触れることで、機器がもたらす業務負担の軽減や
安全性向上に大きな可能性を感じたことが、導入の後押し
になりました。

　ICT 導入により、介護記録ソフトの活用で入力時間が大
幅に短縮することができました。これにより、職員は空い
た時間を利用者との散歩に費やすなど、楽しみにつながる
支援に充てられるようになっています。また、手が離せな
い場合でも音声入力を活用することで効率的な記録が可能
となり、さらに、遠隔での見守りが可能になったことによ
る巡回の省略化が進み、職員の負担軽減に寄与しています。
加えて、ノーリフティングケアの導入により、職員の腰痛
も減少しており、それを知った元職員も復帰することに繋
がりました。

　導入には良い事ばかりだけではなく、職員の世代差によ
る操作習熟の時間差が開くことも多くみられ、「機械より
人力の方が早いのでは」といった定着しにくい意識も根強
く残りました。さらに、システムの安定運用には Wi-Fi 環
境の整備が不可欠であり、その準備や、導入費用、修理費
といった経済的負担もあり、これらを乗り越えるための工
夫と努力が求められました。この操作性に関しては、操作
が苦手な職員は音声入力の活用をすることで、他の職員と
の差を埋めるよう工夫しました。

　これからも、職員からの意見を踏まえながら、さらなる
ICT機器の導入を検討していきたいと思っています。また、
ICTに限らず業務改善につながる新たな取組も積極的に取
り入れていきたいと考えています。特に、郵送物の電子化
による管理効率の向上や紙の削減を強く希望しており、環
境負荷軽減と業務効率化の両面から実現を目指していま
す。今後も現場の声を反映しながら、より働きやすい環境
づくりに努めていきたいと思っています。

～『ICT 導入による業 務改善』の事例紹介～
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